
伊予市公告第５４号 

 

一般競争入札（事後審査型条件付き一般競争入札）を次のとおり行うので、伊予市

財務会計規則（平成１７年伊予市規則第４８号）第２４４条の規定に基づき公告する。 

 

 

令和７年９月３日 

 

 

伊予市長  武 智  典      

 

 

１ 入札に付する事項 

⑴ 業務名 

AI水道管路劣化診断業務 

⑵ 業務場所 

伊予市上水道施設区域内 

⑶ 業務概要 

AI水道管路劣化診断 Ｌ＝２５０ｋｍ 

⑷ 委託期間 

契約締結日より令和８年３月１０日まで 

⑸ 予定価格 

非公表とする。 

 

２ 入札に参加する者に必要な資格等 

⑴ 入札参加資格を有する者 

次の各号に掲げる要件をすべて満たしている者であること。 

ア 入札参加者として、伊予市競争入札参加者資格審査等に関する要綱（平成２４

年伊予市告示第１３０号。以下「審査要綱」という。）第３条に規定する有資格

者名簿に登録がされている者。 

イ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当し

ない者であること。 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立て

及び民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立

てがなされていないこと（会社更生法の規定による更生計画認可又は民事再生法

の規定による再生計画認可の決定を受けている者を除く。）。 

エ 事後審査型条件付き一般競争入札参加申請書（別紙１）（以下「申請書（別紙

１）」という。）の提出期限の日から開札の日までの期間に、伊予市建設工事等

指名停止及び指名回避措置要綱（平成１７年伊予市訓令第７９号）又は伊予市建

設工事低価格入札者排除措置要綱（平成２２年伊予市訓令第２０号）に基づいて

市長が行う指名停止、指名回避又は排除措置の期間中にない者であること。 

オ 伊予市暴力団排除条例（平成２３年伊予市条例第３０号）第２条第１号から第

３号の規定に該当しない者であること。 



カ 本業務と同種の業務（官公庁における AI 技術を活用した水道管路劣化診断業

務）の実績を有すること。 

 

３ 入札参加の申込方法 

⑴ この一般競争入札に参加を希望する者は、入札公告に示す受付期間内に、申請書

（別紙１）を市長に提出すること。 

⑵ 入札公告に示す入札参加申込期限以降は、原則として申請書の提出は認めない。 

 

４ 入札参加申請書の受付及び設計図書等の閲覧等に関する事項 

⑴ 申請書（別紙１）の受付等 

ア 受付期間 

令和７年９月３日（水）から令和７年９月２４日（水）までの執務時間中 

イ 受付場所 

伊予市総務部財政課（監理担当） 

〒７９９－３１９３ 

伊予市米湊８２０番地 

電話番号  （０８９）９０９－６３８４ 

⑵ 入札説明書、設計書等の交付等 

ア 交付期間 

令和７年９月３日（水）から令和７年９月２５日（木）までの執務時間中 

イ 交付場所 

伊予市ホームページに掲載する。 

ウ 設計書等について質問がある場合は、質疑応答書を次により提出すること。 

(ｱ) 提出期間 

令和７年９月３日（水）から令和７年９月１７日（水）までの執務時間中 

(ｲ) 提出場所 

⑴イに掲げる場所 

エ ウの質問に対する回答は、次のとおり閲覧に供する。 

(ｱ) 閲覧期間 

令和７年９月３日（水）から令和７年９月２５日（木）までの執務時間中 

(ｲ) 閲覧場所 

伊予市ホームページに掲載する。 

 

５ 入札及び開札の日時及び場所 

⑴ 入札及び開札の日時 

令和７年９月２６日（金）  午後１時１５分 

⑵ 入札及び開札の場所 

伊予市米湊８２０番地 

伊予市役所 ４階 大会議室 

 

６ 入札保証金及び契約保証金 

入札保証金及び契約保証金は免除する。 

 



７ 入札方法 

⑴ 入札書の提出方法 

持参又は郵送で提出すること。 

郵送による場合は、別添「郵送による入札について」による。 

⑵ 入札方法 

ア 入札執行回数は２回を限度とするが、２回で落札しない場合は、２回を限度と

して見積に移行するものとする。 

イ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０パーセント

に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端

数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札価格とするので、入札者は、消

費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見

積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。 

 

８ 入札の無効に関する事項 

入札参加資格を有しない者及び入札参加申請において虚偽の申請を行った者の提

出した入札書並びに入札心得及び入札に関する条件に違反した者の提出した入札書

は、無効とする。 

 

９ 入札参加資格確認審査および落札者の決定に関する事項 

⑴ 落札候補者及び落札者の決定 

予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札をした者を落札候補

者とする。 

その後、当該落札候補者の入札参加資格確認審査を行い、入札参加資格要件を満

たしている場合には、当該落札候補者を落札者とする。満たしていない場合には、

次順位者から適格者が確認できるまで順次審査を行うものとする。 

ただし、その者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそ

れがあって著しく不適当であると認められるときは、予定価格の制限の範囲内の価

格をもって入札を行った他の者のうち最低の価格をもって入札を行った者を落札

者とすることがある。 

⑵ 入札参加資格の確認 

入札執行者から入札参加資格を確認するため、事後審査型条件付き一般競争入札

参加資格確認申請書(別紙２、他様式に定める添付書類)の提出を求められた落札候

補者は、指示された日の翌日から起算して２日以内に関係書類を提出するものとす

る。 

ア 提出場所 

伊予市総務部財政課（監理担当） 

〒７９９－３１９３ 

伊予市米湊８２０番地 

電話番号 （０８９）９０９－６３８４ 

イ その他 

(ア) 申請書の作成等に係る費用は、申請者の負担とする。 

(イ) 提出された書類等は、返却しない。 

(ウ) 詳細は、入札説明書による。 



⑶ 入札参加資格が認められなかった者に対する理由の説明及び不服申立 

ア 入札参加資格が認められなかった者は、市長に対してその理由の説明を求める

ことができる。 

イ アの説明を求める場合には、その旨を記載した書面を、入札参加資格を認めな

い理由の通知を受けた日の翌日から起算して７日以内の執務時間中に、４⑴イに

掲げる場所に持参して提出すること。郵送又は電送による書面は、受け付けない。 

ウ イの書面を提出した者に対する回答は、申立てを受けた日の翌日から起算して

１０日以内に書面により行う。ただし、事務処理上の困難その他の合理的かつ相

当の理由があるときは、回答期間を延長できるものとする。 

エ ウによる入札参加資格を認めない理由の通知を受けた者は、伊予市建設工事等

不服申立処理要綱（平成２６年伊予市告示第２６号）の規定により、理由を通知

した日の翌日から起算して７日以内に、市長に対して不服の申立てができる。 

 

１０ その他 

⑴ 契約書作成の要否 

要（契約書の提出期限は、落札決定の日の翌日から起算して５日以内） 

⑵ 契約の成立 

落札者の決定後、請負契約の締結までの間において、当該落札者が２⑴に掲げる

要件のいずれかを満たさなくなった場合には、当該請負契約を締結しないことがあ

る。 

⑶ 契約条項を示す場所及び問い合わせ先 

伊予市総務部財政課（監理担当） 

〒７９９－３１９３ 

伊予市米湊８２０番地 

電話番号 （０８９）９０９－６３８４ 

⑷ その他 

詳細は、入札説明書による。 

 


